
1 消費生活について
（市民部 市民生活課 くらしのセンター）

 問１ 「くらしのセンター」を知っているか
（n＝194）

 くらしのセンターについて「知らない」が最も多く、約60％となっています。
 次いで「名前だけは知っている」が多く、約30％となっています。
 世代別にみると、65〜79歳では「名称だけは知っている」が最も多く、その他の世代では

「知らない」が最も多い回答となっています。

 問２ 商品の購入やサービスを利用する際、インターネットを
どの程度活用しているか

（n＝194）

 インターネットの活用については「よく活用している」が最も多く、約45％となっています。
 次いで「常に活用している」と「あまり活用していない」がほぼ同率で、約20％となっていま

す。
 世代別にみると、65〜79歳では「あまり活用していない」が最も多く、その他の世代では「よく

活用している」が最も多い回答となっています。
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 問３ インターネット上の評価をどの程度参考にして商品や
サービスを選ぶか

（n＝179）
（問2で「常に活用している」「よく活用している」「あまり活用していない」のいずれかを回答された方）

 インターネット上の評価をどの程度参考にするかについて「自分の評価と同じくらい重視し
て選ぶ」が最も多く、約55％となっています。

 世代別にみると、全世代において「自分の評価と同じくらい重視して選ぶ」が最も多く、次
いで「自分の評価の方を重視して選ぶ」が最も多い回答となっています。

 問４ 商品の購入やサービスを利用する際、契約内容について
十分理解した上で契約しているか

（n＝194）

 契約内容について「少しは理解している」が最も多く、約70％となっています。
 次いで「よく理解している」が多く、約25％となっています。
 世代別にみると、全世代で「少しは理解している」が最も多い回答となっています。
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 問５ 直近１年間に購入した商品や利用したサービスについて、
買い物や契約に関するトラブルに遭ったことがあるか

（n＝194）

 トラブルに遭ったことがあるかについて「ある」が約10％となっています。
 世代別にみると、「ある」と回答したのは18〜34歳が最も多くなっています。

 問６ トラブルに遭った時、実際にどのような行動をとったか

 トラブルに遭った時「購入店舗や利用店舗、製造業者などに連絡した」が最も多く、約40％と
なっています。

 次いで「インターネットやSNSで検索した」が多く、25％となっています。
 世代別にみると、50〜64歳では「インターネットやSNSで検索した」が最も多く、18〜34歳、35

〜49歳では「購入店舗や利用店舗、製造業者などに連絡した」が最も多い回答となっています。
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 問７ 市民の消費生活の安定や向上のために、市に期待する
ことはなにか

（n＝194 複数回答）

 市に期待することについては、全世代において「消費者被害やトラブルなどについての情報提供
の充実」が最も多くなっています。

 問８ 消費者被害に関する情報を入手しやすいと考える媒体は
なにか

（n＝194 複数回答）

 情報を入手しやすい媒体について「テレビやラジオ」「SNS（X、Facebookなど）」が多くなってい
ます。

 その他の意見では「新聞、広告」「市報」「スーパーのポスター」などの意見があります。
 世代別に見ると、18〜34歳では「SNS（X、Facebookなど）」が、50〜64歳、 65〜79歳では「テレ

ビやラジオ」が最も多い回答となっています。
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 問９ 消費者として、普段から心掛けていることはあるか
（n＝194 複数回答）

 問１０ 「消費者市民社会」という言葉を知っているか

 心掛けていることについて「商品の購入やサービスを利用する際は、表示や説明を十分確認する」
が最も多く、約25％となっています。

 その他の意見では「手にとってから購入する」「AIを活用する」といった意見があります。
 世代別にみると、65〜79歳では「商品やサービスに問題があれば、購入店舗や利用店舗などに問

い合わせる」が最も多く、その他の世代では「商品の購入やサービスを利用する際は、表示や説明
を十分確認する」が最も多い回答となっています。
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 「消費者市民社会」という言葉について「知らない」が最も多く、約90％となっています。
 世代別にみると、全世代において「知らない」という回答が最も多くなっています。
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